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ユダヤ人がヘロデのもとから戻ってきて、救い主を再びピラトのもとへ
と連れてきたとき、彼は非常に不愉快になり、そしていったい何をしても
らいたいのかと彼らに尋ねました。わたしはすでにイエスを調べたが、彼
の中に何の過ちも見つけることができなかったのだと彼らに注意しました。
おまえたちは彼について苦情を訴えてきたが、その告発の一つも証明でき
なかったではないかと告げました。

前の章で述べたように、彼らはこのお方を、彼ら同様にユダヤ人である
ヘロデのところに連れて行きましたが、このお方のうちに死罪に値するよ
うなものを何も見つけることができませんでした。しかしピラトは告発者
たちをなだめるために言いました。
「だから、彼をむち打ってから、許してやることにしよう」( ルカ 23:16)。
ここでピラトは自分の弱さを表しました。彼はキリストの無実を認めて

いたにもかかわらず、なぜこのお方
を罰するべきなのでしょうか。それ
は悪との妥協でした。ユダヤ人は裁
判の間中、これを決して忘れません
でした。彼らはこれまでローマの総
督をおどしてきましたが、今やイエ
スさまの有罪宣告を獲得するまで、
優勢にたって押し通すのでした。

群衆はますます大声で囚人の命
を求めて叫びました。

ピラトがどうすべきかをためらっ
ている間に、妻からの手紙が彼の
下へ届きました。そこには「あの義
人には関係しないでください。わた
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